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（学位論文のタイトル） 
Sensitivity to change and responsiveness of the Balance Evaluation Systems Test    
(BESTest), Mini-BESTest, and Brief-BESTest in patients with subacute cerebral infarction 
























Effect Size（ES）、Standardized Response Mean（SRM）、Relative Efficiency（RE）を測
定した。なお、REはBBSを基準とした。反応性の検討は入院時に歩行非自立であった27
名を対象に退院時に歩行自立に至ったか否かについて各バランス評価指標の変化量にお












の検討においてカットオフ値はBESTest 16.7%（AUC 0.77、感度 73.3%、特異度 75.0%）、
Mini-BESTest 5.5点（AUC 0.82、感度 73.3%、特異度 91.7%）、Brief-BESTest 1.5点（A









カットオフ値はBESTest 16.7%、Mini-BESTest 5.5点、Brief-BESTest 1.5点、BBS 3.5点で
あり、臨床において歩行自立度を変更する際の一つの指標となると考える。本研究の変化
に対する感度と反応性の検討では縦断的な2回の測定に関して、その期間や発症からの日
数はばらつきがあり、今後の検討課題である。 
